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中
央
公
民
館
長
に
つ
き
ま
し
て
は
、

従
来
5
公
民
館
長
の
内
か
ら
、
お
一
人

に
兼
務
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
の
4
月
の
機
構
改
革
に
よ
り
、

教
育
部
生
涯
学
習
課
長
が
そ
の
任
に
当

た
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
機
構
改
革
は
、
各
公
民
館
の

職
員
を
市
民
生
活
部
各
支
所
地
域
課
地

域
担
当
職
員
と
し
、
公
民
館
活
動
も
含

め
た
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

ゆ
く
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

4
月
1
日
付
け
で
公
民
館
長
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

▼
穂
高
公
民
館
長
　
中
田
光
男
（
新
任
）
▼
三
郷
公
民
館
長
　
千
國
温
（
再
任
）

▼
堀
金
公
民
館
長
　
平
倉
重
則
（
再
任
）　

任
期
は
そ
れ
ぞ
れ
2
年
で
、
公
募
に
よ
り
選
考
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
明
科
公
民
館
長
の
任
期
は
10
月
31
日
ま
で
、
豊
科
公
民
館
長
の
任
期
は

２
０
１
５
年
7
月
31
日
ま
で
で
す
。

ま
た
、
各
公
民
館
お
よ
び
体
育
施
設

に
お
い
て
、
耐
震
・
改
良
工
事
が
実
施

中
、
ま
た
は
、
計
画
作
成
段
階
で
あ
り

ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
の
推
進
に
あ
た
り
、

中
央
公
民
館
長
に
職
員
を
あ
て
、
総
合

的
に
調
整
・
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
安
曇
野
市

の
「
公
民
館
活
動
の
活
性
化
」
お
よ
び

「
地
域
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」
に
、
あ

る
と
き
は
「
潤
滑
油
」
と
し
て
、
ま
た

あ
る
と
き
は
「
接
着
剤
」
と
し
て
精
一

杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
支

援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
就

任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

こ
の
た
び
、
穂
高
公
民
館
長
を
拝
命

し
、
安
曇
野
市
の
生
涯
学
習
と
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
の
一
翼
を
担
わ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

社
会
環
境
の
大
き
く
変
化
す
る
中
、

大
震
災
も
契
機
と
な
り
、
身
近
な
地
域

で
の
絆
の
大
切
さ
が
住
民
の
間
に
再
認

識
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

公
民
館
は
今
ま
で
以
上
に
地
域
に
目
を

向
け
、
生
涯
学
習
と
ま
ち
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
の
生
涯
学
習
の
拠
点
と
い
う
観

点
で
は
、
公
民
館
は
市
民
の
一
部
の

方
々
に
し
か
利
用
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
現
状
か
ら
「
男
女
問
わ
ず
、青
少
年
・

子
育
て
世
代
・
働
く
世
代
・
高
齢
者
に

至
る
ま
で
の
幅
広
い
世
代
の
居
場
所
と

し
て
、
ま
た
学
習
や
体
験
活
動
の
場
と

し
て
の
機
能
を
も
つ
公
民
館
」
と
い
う

方
向
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
い
う

観
点
で
は
、
安
曇
野
市
の
進
め
る
「
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に
、
公
民

館
と
し
て
果
た
す
べ
き
大
切
な
役
割
は

「
住
民
が
地
域
を
愛
し
心
豊
か
な
幸
せ

な
生
活
を
送
る
た
め
の
支
援
を
し
て
い

く
こ
と
」、
ま
た
、「
実
現
に
向
け
て
の

住
民
の
自
立
と
主
体
性
を
喚
起
す
る
た

め
の
支
援
を
し
て
い
く
こ
と
」
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
す
。

理
念
と
し
て
は
以
上
の
よ
う
に
考
え

て
お
り
ま
す
。
2
年
の
任
期
の
中
で
何

が
で
き
る
の
か
、
ど
の
く
ら
い
で
き
る

の
か
未
知
で
す
が
、
微
力
な
が
ら
精
一

杯
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。

穂
高
会
館
公
民
館
棟
の
耐
震
補
強
改

修
工
事
が
終
了
し
、
6
月
1
日
か
ら
市

民
の
皆
さ
ん
の
利
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
穂
高
公
民
館

は
、
屋
根
、
外
壁
、
内
装
、
電
気
設
備
、

給
排
水
設
備
等
の
更
新
の
ほ
か
、
車
椅

子
利
用
者
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ

う
、
講
堂
南
北
に
専
用
の
入
口
を
設
置

し
ま
し
た
。
ま
た
、
既
存
の
ス
ロ
ー
プ

を
改
修
し
、
1
階
の
会
議
室
も
利
用
し

や
す
く
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
現
在
は

体
育
館
棟
の
工
事
が
始
ま
っ
て
お
り
、

一
部
利
用
で
き
な
い
箇
所
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
公
民
館
棟
北
側
に
は
50
台
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
公
民
館
の
利
用
時
に
は
、
新
設
駐

車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
穂
高
公
民
館
　

82
・
５
９
７
０

中
央
公
民
館
長
あ
い
さ
つ

中
央
公
民
館
長

蓮
井
　
昭
夫

穂
高
公
民
館
長

中
田
　
光
男

地
域
の
生
涯
学
習
・
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
の
公
民
館

公
民
館
長
決
ま
る

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
新
体
制
ス
タ
ー
ト

穂
高
公
民
館

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

安曇野市

中央公民館
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安
曇
野
陸
上
競
技
協
会
の
駅
伝
部
主

将
を
務
め
る
。
情
熱
を
注
ぐ
長
野
県
縦

断
駅
伝
で
は
、
長
野
市
か
ら
飯
田
市
ま

で
2
日
間
の
日
程
で
競
う
中
、
15
㌔
ほ

ど
の
区
間
に
両
日
出
場
す
る
タ
フ
ガ
イ

で
あ
る
。
安
曇
野
市
駅
伝
チ
ー
ム
の
原

動
力
と
し
て
、
２
０
１
３
年
の
県
市
町

村
対
抗
駅
伝
で
は
区
間
2
位
の
走
り
を

見
せ
て
い
る
。

高
校
時
代
は
硬
式
野
球
に
打
ち
込

み
、
鍛
え
抜
い
た
体
で
20
代
は
マ
ラ
ソ

ン
に
も
挑
戦
し
た
が
、
現
在
は
駅
伝
競

走
を
主
力
に
活
動
し
て
い
る
。
安
曇
野

市
の
陸
上
競
技
会
で
は
5
千
㍍
、
１
万

㍍
の
優
勝
経
験
を
持
つ
健
脚
で
あ
る
。

陸
上
競
技
の
つ
な
が
り
で
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
に
選
任
さ
れ
、
ス
ポ
ネ
ッ

ト
常
念
役
員
や
堀
金
地
域
体
育
協
会
幹

事
も
兼
任
し
て
い
る
。
30
代
の
今
も
週

６
日
の
練
習
を
続
け
、
今
宵
も
颯
爽
と

安
曇
野
の
夜
風
を
き
っ
て
走
り
抜
け
る
。

─
◇
─
◇
─
◇
─
◇
─
◇
─

4
月
29
日
、
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
が

開
か
れ
、
松
本
広
域
公
園
陸
上
競
技
場

を
発
着
点
と
す
る
8
区
間
に
54
チ
ー
ム

が
出
場
し
た
。
丸
山
主
将
率
い
る
安
曇

野
市
チ
ー
ム
は
8
位
に
入
賞
し
た
。

和の心を大切に「縫衣の会」

フラダンスで常夏気分！

農業・食文化を先人から学ぶ

酒造りの歴史を知る

月
３
回
、
明
科
公
民
館

で
布
や
は
さ
み
を
手
に
運

針
に
心
を
込
め
て
い
る
の

は
「
縫
衣
（
ぬ
い
ご
ろ
も
）

の
会
」（
内
川
悦
子
会
長
）
の
12

人
の
皆
さ
ん
。
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
、
自
分
で
身
に
着
け
た
い
は

ん
て
ん
や
帯
、
じ
ゅ
ば
ん
な
ど
を

１
枚
の
布
や
端
切
れ
か
ら
形
に
整

え
て
い
く
。
普
段
着
か
ら
訪
問
着

ま
で
手
が
け
る
竹
村
愛
子
さ
ん
を
講
師

に
6
年
に
な
る
。

「
物
を
大
切
に
し
て
き
た
和
の
精
神
を

持
ち
、
布
の
い
の
ち
を
使
い
切
る
。
だ

か
ら
、
丁
寧
に
心
を
込
め
て
縫
い
続
け

る
」
と
思
い
を
抱
く
。
時
に
は
、
針
供

養
や
花
見
を
し
て
交
流
を
深
め
て
い
る
。

自
彊
術
の
会

自
彊
術
（
じ
き
ょ
う
じ
ゅ
つ
）

と
は
、
自
分
の
健
康
を
で
き
る
限
り
自

分
で
管
理
す
る
た
め
、
31
の
動
き
で
全

身
の
関
節
を
動
か
し
、
筋
肉
を
強
く
す

る
も
の
。
畳
１
畳
、
タ
オ
ル
１
枚
あ
れ

ば
で
き
る
、
12
分
ほ
ど
の
体
操
。

豊
科
公
民
館
和
室
で
毎
週
木
曜
日
の

午
後
、
金
曜
日
の
午
前
に
寺
島
節
子
先

生
の
丁
寧
な
指
導
で
行
っ
て
い
る
。
老

若
男
女
、
誰
で
も
楽
し
み
な
が
ら
健
康

管
理
。
笑
顔
が
素
敵
な
仲
間
と
一
緒
に

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

3
月
1
日
、
文
化
講
座
「
日

本
酒
の
歴
史
と
魅
力
」
が
穂
高

公
民
館
主
催
で
開
か
れ
15
名
が

参
加
し
た
。

池
田
町
に
あ
る
明
治
31
（
１

８
９
８
）
年
創
業
、
大
雪
渓
酒

造
㈱
に
向
か
っ
た
。「
大
雪
渓
」

は
、
歌
人
岡

お
か
ふ
も
と麓
氏
の
書
体
と
と
も
に
、

全
国
の
上じ

ょ
う
ご戸
に
親
し
ま
れ
る
。

バ
ス
を
降
り
て
早
々
、
馥ふ

く
い
く郁
た
る
香

り
が
い
ず
こ
か
ら
と
も
な
く
一
同
を
包

ん
だ
。
同
社
専
務
・
薄
井
結ゆ

う

き行
さ
ん
の

案
内
で
、
安
曇
野
の
伏
流
水
を
用
い
た

そ
の
工
程
の
詳
し
い
説
明
を
受
け
た
。

「
酒
造
り
の
熱
意
に
感
動
し
た
」
と
皆

さ
ん
大
満
足
の
感
想
で
あ
っ
た
。

三
郷
公
民
館
は
5
回
に
わ
た

る
「
ハ
ワ
イ
ア
ン
・
フ
ラ
ダ
ン

ス
講
座
」
を
初
め
て
開
催
し
、

三
十
数
人
が
参
加
し
た
。「
寒
い

冬
に
楽
し
く
汗
を
か
こ
う
！
」

と
１
月
か
ら
始
め
た
講
座
も
、

終
了
後
の
春
に
は
ク
ラ
ブ
と
し

て
活
動
を
続
け
て
い
る
。

堀
金
公
民
館
は
「
ふ
る
さ

と
常
念
の
里
講
座
」
を
3
回
コ

ー
ス
で
開
催
し
、
各
回
二
十
数

人
が
参
加
し
た
。
郷
土
史
家
の

宮
下
一
男
さ
ん
を
講
師
に
「
堀
金

の
農
業
・
食
文
化
を
支
え
た
人
々
」

の
足
跡
を
た
ど
り
、
故
郷
に
生
き

た
先
人
に
学
ん
だ
。

絵：加々美　豊

花：ウグイスカズラ

一針一針丁寧に

自彊術で健康維持！

森島もも子講師に学ぶ

各工程現場をまわり説明を受ける

3 種の銘柄と甘酒を試飲

アズミ犂
すき

の木型

明
科
南
陸
郷
区
小
泉
の
神
谷
地
籍
で

国
道
19
号
を
長
野
方
面
に
向
か
っ
て
左

折
し
、
中
山
山
地
を
登
っ
た
金
井
沢
集

落
の
大
穴
山
山
頂
近
く
に
泉
福
寺
は
あ

り
ま
す
。

寺
伝
に
は
寿
永
2
（
１
１
８
３
）
年

に
木
曽
義
仲
が
開
基
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
平
安
時
代
後
期
に
は
、
こ
の
あ

た
り
が
大
穴
庄
と
し
て
藤
原
氏
の
庄
園

と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
頃
ま

で
に
庄
園
の
祈
願
寺
と
し
て
建
て
ら
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

泉
福
寺
は
、
徳
川
幕
府
か
ら
朱
印
を

受
け
七
堂
伽
藍
を
容
す
る
大
寺
で
し
た

が
、
江
戸
時
代
後
期
の
山
崩

れ
と
火
災
に
よ
り
伽
藍
、
什

具
宝
物
、
古
記
録
な
ど
の
多

く
を
失
い
ま
し
た
。

山
門
に
あ
る
金
剛
力
士

（
仁
王
）
像
は
わ
ず
か
に
残

っ
た
仏
像
の
一
つ
で
、
鎌
倉

時
代
の
写
実
的
な
作
風
が
良

く
残
り
、
筋
肉
の
盛
り
上
が
り

や
衣
文
、
像
全
体
の
動
き
に
か

な
り
の
迫
力
が
秘
め
ら
れ
て
お

り
、
躰
躯
の
バ
ラ
ン
ス
も
良
く
、

か
な
り
技
量
の
優
れ
た
仏
師
の

作
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

阿
形
像
は
像
高
１
９
７
・
５

セ
ン
チ
、
吽
形
像
は
像
高
１
９

４
・
５
セ
ン
チ
、
と
も
に
桧
材

を
用
い
、
体
幹
を
耳
の
後
ろ
で

前
後
に
割
り
離
し
、
内
側
を
刳く

り
抜
い
た
後
で
再
び
矧
ぎ
合
わ

せ
る
割わ

り

は矧
ぎ
造
で
、
力
強
い
構

え
を
し
た
両
腕
や
、
前
に
大
き

く
踏
み
出
す
脚
な
ど
、
筋
肉
の
盛
り
上

げ
に
鎌
倉
様
式
の
写
実
的
な
力
強
さ
が

よ
く
表
れ
て
い
ま
す
。

製
作
年
代
は
像
に
造
立
時
の
墨
書
銘

が
見
ら
れ
ず
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
鎌
倉

様
式
の
特
徴
が
色
濃
く
み
ら
れ
る
こ

と
、
永
正
10
（
１
５
１
３
）
年
の
修
理

銘
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
少
な

く
と
も
室
町
時
代
初
期
に
さ
か
の
ぼ
る

こ
と
は
確
実
で
、
県
内
に
残
る
仁
王
像

で
も
年
代
、
出
来
栄
え
と
も
に
5
本
の

指
に
入
る
優
れ
た
も
の
で
す
。
２
０
０

４
年
11
月
に
県
宝
指
定
を
受
け
て
い
ま

す
。

古
き
を
尋
ね
て

⑬
泉
福
寺

　
金
剛
力
士
（
仁
王
）
像
（
県
宝
）

私は一生懸命萬  人  壱  首

　
　
～
短
歌
～

廻
り
道
歳
を
重
ね
て
歩
く
今

　
　
君
の
気
持
が
私
を
包
む	

柏
　
原
　
竹
内
　
香
代
子

角
と
れ
て
丸
み
帯
び
た
る
鯨
尺

　
　
和
裁
好
み
し
母
の
な
つ
か
し	

住
　
吉
　
児
嶋
　
た
か
の

― 

俳
句
・
短
歌
の
作
品
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い 

―
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熊
倉
地
区
は
、
豊
科
高
家
、
北
は
安

曇
野
イ
ン
タ
ー
、
南
は
あ
づ
み
野
産
業

団
地
、
西
は
長
野
道
、
東
は
犀
川
と
広

く
豊
か
な
田
園
地
帯
。
昔
は
犀
川
が
暴

れ
て
も
、
熊
倉
だ
け
は
洪
水
に
な
ら
な

か
っ
た
と
い
う
段
丘
に
は
、春
日
神
社
、

浅
間
神
社
、
百
体
観
音
の
あ
る
仏
法
寺

や
田
淵
行
男
氏
の
お
墓
が
あ
り
ま
す
。

千
国
街
道
が
通
っ
て
い
る
だ
け
で
な

く
、
松
本
藩
と
の
行
き
来
の
要
と
な
っ

た
熊
倉
の
渡
し
跡
や
、
実
際
に
使
わ
れ

て
い
た
船
も
残
っ
て
い
て
見
ど
こ
ろ
満

載
の
地
区
で
す
。

世
帯
数
約
３
０
０
戸
、
地
区
が
広
い
た

め
豊
科
南
小
と
豊
科
東
小
、
豊
科
南
中
、

豊
科
北
中
に
通
う
子
ど
も
た
ち
。
地
区

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
育
成
会
と
協
力
し
て
、
数
多
く

の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
春
の
恒
例

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
花
壇
づ
く
り
と

地
域
学
習
。
公
民
館
の
花
壇
に
区
民
総

出
で
花
苗
を
植
え
、
そ
の
後
地
区
内
を

巡
っ
て
「
熊
倉
歴
史
研
究
会
」
の
皆
さ

ん
か
ら
説
明
を
受
け
ま
す
。
親
子
で
地

区
の
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
は
、
郷
土
愛
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
年
か
ら
は
花
苗
に
加
え
て
サ
ツ
マ

イ
モ
も
植
え
、
秋
に
焼
き
芋
会
を
行
い

ま
す
。7
月
に
は
バ
ス
を
使
っ
て
東
京
・

高
尾
へ
。
武
蔵
陵
墓
地
で
大
正
天
皇
、

昭
和
天
皇
に
ご
あ
い
さ
つ
を
し
た
後
、

高
尾
の
「
う
か
い
鳥
山
」
で
地
元
料
理

に
舌
鼓
。
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、

夏
休
み
前
に
は
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

自
転
車
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

8
月
の
盆
踊
り
で
は
、
わ
た
あ
め
、

水
風
船
な
ど
の
屋
台
を
そ
ろ
え
て
、
里

帰
り
し
て
き
た
親
族
と
一
緒
に
楽
し
む

機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
敷
地
が
広
い

の
で
草
の
管
理
は
大
変
で
す
が
、
盆
踊

り
に
は
最
高
で
す
。
昨
年
は
大
雨
の
た

め
、
公
民
館
内
の
大
広
間
で
楽
し
み
ま

し
た
。
9
月
に
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
、

敬
老
会
を
行
い
、
11
月
の
防
災
訓
練
で

は
消
防
署
員
に
よ
る
救
急
救
命
講
習
や

炊
き
出
し
を
実
施
し
ま
し
た
。
12
月
に

は
し
め
飾
り
の
講
習
会
、
1
月
に
は
繭

玉
づ
く
り
や
三
九
郎
と
、
伝
統
行
事
も

地
区
総
出
で
行
っ
て
い
ま
す
。

館
報
「
く
ま
ぐ
ら
」
は
年
に
一
度
、

昨
年
は
第
4
号
の
発
行
と
な
り
ま
し

た
。
編
集
後
記
に
あ
る
「
福
祉
や
、
さ

さ
え
愛
、
き
ず
な
な
ど
は
、
熊
倉
区
民

の
親
睦
活
動
の
一
端
か
ら
」
と
い
う
言

葉
が
、
公
民
館
活
動
の
目
指
す
と
こ
ろ

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
熊
倉
地
区
前
公
民
館
長
　
内
田
紘
）

彫
友
会
は
、
昭
和
58
年
ご
ろ
に
行
わ

れ
た
公
民
館
活
動
の
木
彫
講
習
会
が
始

ま
り
と
の
こ
と
で
、
三
十
数
年
の
歴
史

が
あ
る
会
で
す
。

会
は
穂
高
文
化
協
会
に
所
属
し
て
お

り
、
講
師
は
現
代
工
芸
美
術
家
協
会
本

会
員
の
松
田
富
行
氏
で
、
月
2
回
の
指

導
を
受
け
て
い
ま
す
。
現
在
会
員
は
15

人
、
男
性
6
人
、
女
性
9
人
で
す
。

活
動
と
し
て
は
、
文
化
協
会
の
秋
の

文
化
祭
に
各
人
の
そ
の
年
に
製
作
し
た

作
品
を
出
品
し
て
い
て
、
会
と
し
て
休

ま
ず
毎
年
参
加
し
て
い
ま
す
。

平
成
22
年
秋
よ
り
穂
高
会
館
ロ
ビ
ー

に
展
示
パ
ネ
ル
が
設
置
さ
れ
、
学
芸
グ

ル
ー
プ
が
１
ヶ
月
単
位
で
作
品
を
展
示

し
て
い
ま
す
。
彫
友
会
も
そ
こ
に
年
に

一
度
ほ
ど
展
示
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
総
合
芸
術
展
や
、
各
地

区
の
芸
術
展
等
に
作
品
を
出
品
さ
れ
て

い
る
方
も
お
り
、木
彫
り
を
趣
味
と
し
、

生
き
が
い
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
と
思

わ
れ
ま
す
。

▼
里
も
山
も
埋
め
尽
く
し
た
と

い
う
感
の
す
る
今
年
の
桜
は
、

野
に
山
に
里
に
と
美
し
く
咲
き

誇
る
。
今
年
の
光
城
山
の
桜
は
特
に
期

待
に
応
え
て
い
る
よ
う
に
、
麓
か
ら
山

頂
へ
と
延
び
て
い
る
。

▼
新
１
年
生
の
入
学
、
さ
ら
に
進
学
、

卒
業
、
就
職
、
職
場
の
異
動
と
、
桜
は

嬉
し
さ
と
緊
張
を
安
曇
野
の
野
に
運
ん

で
来
て
く
れ
た
。
し
か
し
、
消
費
税
8

パ
ー
セ
ン
ト
後
の
日
々
の
暮
ら
し
向
き

の
事
を
考
え
る
と
、
花
の
色
が
遠
ざ

か
っ
て
い
く
。

Ｙ
・
Ｕ

「
私
は
絵
心
が
な
い
か
ら
」
と
作
品

展
を
見
に
来
た
方
が
と
き
お
り
話
さ
れ

ま
す
が
、
そ
れ
は
心
配
無
用
で
す
。
先

生
が
デ
ザ
イ
ン
を
準
備
し
て
く
れ
ま

す
。
そ
し
て
基
本
を
習
得
す
れ
ば
、
あ

れ
も
こ
れ
も
彫
り
た
い
と
意
欲
が
湧
い

て
き
ま
す
。

会
は
穂
高
会
館
内
プ
レ
イ
ル
ー
ム
で

第
2
・
第
4
火
曜
日
の
午
後
1
時
か
ら

4
時
ま
で
の
講
習
で
す
。（
見
学
自
由
）

●
入
会
ご
希
望
の
方

会
長
　
中
谷
重
徳
℡
72
・
６
１
０
１

ま
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
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地
区
公
民
館
だ
よ
り

熊
倉
地
区
公
民
館

地区の歴史を学ぶ

穂高会館内プレイルームでの活動風景

グ
ル
ー
プ
紹
介

木
彫
ク
ラ
ブ
「
彫
友
会
」
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